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市政をまっすぐ

　市民に届ける
市政をまっすぐ

　市民に届ける
あなたあなた

こじま信太郎事務所
〒607-8142　
京都市山科区東野中井ノ上町7-68
（東野駅徒歩８分）
TEL：075-582-1115
FAX：075-582-1116
E-mail：kojima.hassin@gmail.com

発行元・お問合せ先

小島 信太郎 プロフィール
● 1986年（昭和61年）11月10日生まれ
● 衆議院議員 前原誠司 元秘書
● 民主・市民フォーラム京都市会議員団 副団長
● 家族：妻、長女（６歳）、長男（４歳）、保護猫2匹
● 特技：社交ダンス、剣道（2段）、和太鼓
● 趣味：ソフトバレー（下手です）
● 好物：ラーメン、蕎麦、たこ焼き、グミ
● 地域：大宅消防分団班長、
● その他：京都東山ボーイズ顧問
　　　　　保護司

　国内では新型コロナウイルス感染症、国外ではロシアによるウクライナ侵攻
と、内外とも憂慮すべき事態が続いておりますが、今後の市政運営を見通す上
で重要なテーマが２月市会で議論されました。
　とくに、若年・子育て世代の市外流出は致命的な課題であり、放っておけば
人口減少と少子高齢化が進行するなか、持続可能な市政、全ての世代が支
え合う福祉を維持・発展させるためには、若い世代に「住みたい、住
みやすい」と選ばれる都市を目指さなければなりません。

２月市会代表質疑

子育てとまちづくりで
未来に繋がる京都市を

子育て環境のイメージ戦略

　明治期、山科に京阪電車が開通した際、産業振興も合わさり、沿線の人口が４倍から９倍に増加
したという興味深い資料を拝見しました。
　もちろん時代背景が違うので、同様の人口増加を求めるわけではありませんが、地下鉄東西線の
開通は、沿線地域の発展にどれだけ寄与したでしょうか。地下鉄建設により、利便性を向上させ、
沿線の発展を生み出すことを目指さなければ、膨大な建設コストに見合いません。
　「古都・京都」としての景観・歴史・文化を守るべきことはもちろんですが、「古都・京都」と京都
市という自治体の範囲が異なっていることも事実であり、市内一円に画一的な規制をかけること
は合理性を欠きます。現在、その不合理の象徴となっているのが、他の自治体との境界エリアです。
他の自治体側に高層マンションなどが建ち、景観が失われながら、得られるべき固定資産税も失い、
人口流出も加速するという三方悪しというのが現状です。
　地下鉄沿線をはじめ、各エリアにふさわしい発展が目指せるよう、都市計画の観点から取組みを進
めなければなりません。京都市で
は都市計画マスタープランの改
定や、審議会の運営など取り組
まれていますが、山科区、京都市
東部エリアが、住みやすいまち
としてのブランディングを確立
し、発展を遂げることの重要性を
引き続き強調してまいります。

地下鉄を活かしたまちづくりとブランディング

山科の魅力を深掘りするブランディング事業の誌面

代表質疑動画

　京都市ではこれまでから、国基準の「待機児童ゼロ」の８年連続達成や、手厚い保育士加配など、
実質的な子育て環境の向上に取り組んできましたが、若年・子育て世代から「子育てがしや
すい」というイメージの獲得に至っているかを検証しなければなりません。残念ながら、前
号に記載の通り、行財政改革が、疑心暗鬼や誤解も含めて、負のイメージの伝播に結びついてい
るなかで、イメージを一新して、子育て環境向上のために京都市がこれから何を行うかを示さな
ければなりません。その上で重要なのは、子どもや保護者にとって、直接的に受益感のある支援を
行うことです。昭和45年には約２万５千人だった市内の出生数は、現在、年間９千人程度まで減
少しています。対象者は決して多くなく、第２子、第３子と条件を設けることで、更に少なくなります。
数少ない、京都の宝である子ども、その保護者に対し、京都市独自の給付を行うことは、
決して大きな予算とならず、京都市で子育てをする魅力や関心を増進する
イメージ戦略として有効なはずです。また、企業・大学の協力等も積極的に求
めていくべきです。
　行財政改革は歳出削減だけで無く、削減された予算の一部を、重点となるべき
施策に付け替えるまでをゴールとしなければなりません。今必要とされる施策に
ついて、子育てのみならず、今後も求めてまいります。
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魅力発信魅力発信

大宅廃寺

提案が実現へ提案が実現へ
こだわりの質問

JR東日本は2021年7月6日から9月30日までの期間で、Suicaの通勤定期券利用者を対象に
「JREパスポート」のトライアル提供を行った

飛鳥時代の
ランドマーク？！

姉妹都市

　ロシアによるウクライナ侵攻に対し、京都
市会ではいち早く抗議の意味から決議を全
会一致で可決しました。
　京都市では寄付金の受付や、献花台の設
置を行うとともに、「ウクライナ・キーウ京都
市民ぐるみ受入支援ネットワーク」の発足に
より、幅広い企業、団体の協力、市民の皆さ
んのご理解のもと、温かい支援体制の構築に
努めています。

キーウ市・ウクライナ
に思いを寄せる

（詳細・最新情報は京都市ＨＰからご確認ください）

実現に向けて提案実現に向けて提案

　3月に完成した京都橘学園のスポーツ施
設の建設に伴い、あらためて調査が行われ
た大宅廃寺は、出土した瓦などの研究により、
近年、歴史学的な注目度が増してきている
とされています。
　大宅廃寺は、現在の大宅中学校付近に、
７世紀四半世紀後半に造られたと考えられ
ています。中学校の建設時には大規模な調
査が行われました。当時、奈良街道を通り、
山科地域に入ってきた人間を、あっと驚かす
ような立派な塔（何重の塔だったかは不明）
を備えていたとされ、いうなれば飛鳥時代
の山科のランドマークだったのでしょう。
　山科1400年の歴史を考える上でも、浪漫
のあふれる遺跡であり、今後更に調査が深
まり、区内からも市外からも関心が高まるこ
とを願っています。発掘された瓦窯跡

地域交流拠点を目指す
KYOTO TACHIBANA スタジアム

定期券×サブスクの試行実施
～利用者回復に向けて～
定期券×サブスクの試行実施
～利用者回復に向けて～

子育てアプリをもっと使いやすく子育てアプリをもっと使いやすく

　今市会で提案したのは、民間アプリの活用です。例として、「母
子モ」という民間事業者の提供するアプリは、全国140自治体で
導入されており、利用者の評価も非常に高いことが魅力です。費用
面でも、初期費用はかからず、現在のアプリのランニング
コストよりも、年間コストはむしろ安くなることが想定さ
れます。
　アプリとして互換出来ない点は、他の媒体で互換することが可
能であり、子育てに不安を抱える時期に必要なサービス・情報を便
利に提供できるよう、利用者の声を聴きながら、この点はこだわり
を持って提案してまいります。

　これまでからアプリ開発事業者へ取材をするなど、市が提供す
るアプリについて質問を重ねてきました。
　なかでも、利用者が多く、有意義なアプリだと考えるのが「京都
はぐくみアプリ」であり、一方で開発から７年が経過する中で、
使いづらいアプリになっていることを指摘してきました。

　近年よく耳にするサブスクリプション（通称：サブスク）
とは「料金を支払うことで一定期間利用できる」型のビジ
ネスモデルとされます。その意味では、定期券も既存のサブスク
であり、非常に相性の良い、交通とサブスクについては、MaaS構想
など世界的に研究が続けられています。
　そのなかで、９月市会にて提案したのは、定期券利用に付加
価値を与えるサブスク型サービスであり、来年度には試行実
施されることが示されました。
　テレワークの浸透により、コロナ後も定期券利用は15％程度減
少が見込まれ、交通事業者にとっては深刻な課題となっています。
定期券利用回復に向けて、まず関東の交通事業者で取り組まれて
いるのが、定期券購入者向けのサブスクです。駅ナカ、駅近の店
舗や、ホテルなどと連携し、お得なサービスが実施されました。そ
の内、コーヒーショップで提供されたサブスクでは、月に27.7杯も
利用したという実績が示されており、利用者の行動変容をもた
らしたことが想定されます。
　今後、交通局が魅力的なサービスを提供するためには、駅ナカ
ビジネスの事業者との連携が鍵になり、２月市会では、新たな駅
ナカビジネスの展望についても提案しました。
　利用者の利便性向上
や、利用者増、収益増に
向けた有意義な提案が
出来るように努めます。

京都はぐくみ
アプリ

母子モ
アプリ


